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■ 第２２回教育フォーラムの御案内 
 
下記のとおり第２２回教育フォーラムを開催いたします。多くの方々のご参加をお待ちしております。 

 

◆テーマ これからの食育について（― 家庭・学校・地域の連携 ―） 

「今回のフォーラムは、「『食』に関する知識と『食』を選択する力を習得し、健全な食生

活を実践できる人間を育てる」食育をテーマにしています。体と心の双方にまたがっての

健康という視点から、家庭・学校・地域の連携のなかで、今後の教育のあり方を展望する

ものとしての食育について、ともに考えていきませんか。（ポスターから）」 

◆講演   筑波大学 教授 野津有司 氏 

◆パネルディスカッション 

筑波大学    教授        野津有司 氏 

山梨県教育庁 指導主事       秋山知子 氏 

市川三郷町立市川小学校 栄養教諭  半田裕子 氏 

（司会） 山梨大学     教授   常秋美作 氏 

◆日時 平成 22 年 2月 13 日（土） 13：00 ～ 16：00 （12：30 から受付） 

◆場所 山梨大学 教育人間科学部 J号館 5階 A会議室 

◆入場料 無料 

 

■ 第４回教育相談協議会開催の予定 
 
３月２日（火）１６時５０分より教育相談室にて第４回教育相談協議会が開催予定となっております。

出席予定者は、附属 4校園の教育相談担当教諭、鳥海先生・酒井先生・鶴田先生・谷口の 8名です。附

属 4校園および山梨大学の教育相談の現状と連携のありかたについて協議の予定です。 

 

■ 研修会講師・研究助言等の「教師等支援活動の実施報告」に関するお願い 
 
附属教育実践総合センターでは、研修講師・地域での講演・研究助言等の教師支援に関する実績の統

計をとり、県教育委員会へ報告しております。お手数ですが、教師や保護者・児童生徒・地域の一般の

方を対象とする研修会講師や講演・研究助言等、地域支援活動の実績を附属教育実践総合センターのホ

ームページ上にあります「教師等支援活動の実施報告」にご記入いただく形で送信してください。ご協

力宜しくお願い致します。 
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■ 「教育相談」の報告書に関するお願い 
 
個別問題に関する教育相談を実施した方は報告書の提出をお願いします。教育相談の実施報告書につ

いては随時受け付けております。報告用紙にご記入いただいても、メールに書き込んでお知らせいただ

いても、エクセルの一覧表フォーマットにご記入いただいてもかまいません。フォーマットは添付ファ

イルでお送りしますので、どうぞお申しつけ下さいませ。報告用紙は教育人間科学部総務グループ入り

口はいって左手のレターケース（総務グループ提出箱）の教育相談専用ボックス（青いラベルです）に

あります。提出は随時受け付けておりますので、谷口のレターボックス（教育実践総合センター）にお

入れください。 

 

■ 「教育相談室」及び相談室の備品をどうぞご利用ください 
 
教育相談室（Y-304）をどうぞご利用ください。鍵は教育実践総合センター事務室（Ｊ号館４Ｆ）にあ

ります。利用された場合には、相談室内に置かれた使用簿及び報告書の記載をお願いします。（なお、火・

木・金曜日の午後は教育実践総合センター教育相談室及び附属特別支援学校相談支援室が優先的に使い

ます。）教育相談室の心理検査やソーシャルスキルを高める児童・生徒用のゲームなど備品も貸し出して

おります。借りる際には必ず使用ノートにご記入お願いします。 

 

■ 琉球大学学生ボランティア活動に関する視察のご報告 
 
本学客員教授の雨宮先生、瀧田先生と角田が、本学教育ボランティア活動の一層の推進を図るため、

１月２２日（金）、琉球大学教育学部附属教育実践総合センターで、平田幹夫教授と実行委員長（４年生）

仲松沙貴子さんからボランティア活動の概要についてお話しを伺いました。特に、お聞きした中で印象

に残っていますことは、学生による実行委員会を組織し、学生を主体として日常のボランティア活動の

運営をスムーズに進めたり、活動の成果を確認しあう、中間報告会や最終報告会も学生の手によって企

画・運営したりすることによって、実行委員会やボランティア活動に参加する学生の学びを深めている

とのことでした。本学でも今年度よりボランティア活動の学習会を実施いたしましたが、琉球大学の活

動などを参考に、日常の取組や学習会などの更なる改善が図れたらと思いました。 

なお、琉球大学のボランティア活動の詳細につきましては、３月発行予定の学生向け「教育ボランテ

ィアガイダンスブック２０１０」の中で御紹介したいと思っております。 

 

  
 

                                            

センターだよりのバックナンバーの一部は http://www.cer.yamanashi.ac.jp/pub/nl/で見ることができます。 


